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平成２６年度がスタートしました。昨年度は福島県青少年育成県民会議の諸行事等に御

支援を賜りましてありがとうございました。今年度も子ども・若者が健やかに伸びていくこ

とを願って活動を継続いたしますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

＜福島県青少年育成県民会議について＞ 
 昭和４１年５月の青少年育成国民会議結成に呼応し、官民一体の青少年健全育成県民運

動推進の母体として、昭和４１年１０月２９日に結成されました。（全国で１４番目）さら

に、平成９年度までに県内すべての市町村に「青少年育成市町村民会議」が設置され、地域

に根ざした活動が行われています。 

 青少年育成県民会議の組織等は以下のとおりです。 

役員   会長：福島県知事 副会長：２名 理事：１１名 監事：２名 

会議員  関係行政機関、学識経験者、青少年育成団体、青少年団体、報道機関 

（今年度は 130 の個人・団体） 

重点推進事項 

１ 大震災の影響から子どもを守り、健やかに育てる活動の推進 

２ 「大人が変われば、子どもも変わる県民運動」の推進 

３ 「地域の子どもは、地域で見守り育てる運動」の推進 

４ 社会環境浄化活動（「有害図書三ない運動」「携帯電話・インターネットの被害から子ど

もを守る運動」等）の推進 

事業の概要 

１ 大人が変わるためのセミナー～『思春期から青年期の親の心構え』 

２ 「家庭の日」作品コンクール 

３ 福島県青少年育成県民会議会長表彰 

４ 第３６回少年の主張福島県大会 

５ 福島県青少年健全育成推進大会 

６ 「大人への応援講座」の開設支援 

７ 「福島県青少年総合相談センター」の運営 

８ 関係機関との連携の強化と広報活動の推進 

ＴＥＬ ０２４－５４６－０００２  ＦＡＸ ０２４－５４６－８３１１ 

  ＨＰアドレス http://www.fukushima-youth.com/ 

青少年ふくしま 

平成 25年度「家庭の日」ポスター部門 

最優秀作品「家族との時間を大切に！」 



広報紙「青少年ふくしま」の内容 

 ① 県民会議及び会議員が実施する事業の案内と実施結果のお知らせ 

 ② 市町村民会議及び青少年育成団体の活動状況の紹介 

 ③ 青少年育成に係る啓発活動の広報 

 ④ 震災被害に関する重要な情報、特に被災した子ども・若者の心のケア等紹介 

＜市町村民会議情報＞ 

○平成 25 年度市町村民会議活動概要から 

 年度末のご多用の中、各市町村民会議事務局の方から活動概要をお知らせいただきましてありがと

うございました。過日、印刷・製本して各市町村民会議会長様及び会議員様宛にお送りしたところです。 

 本県ではすべての市町村に青少年健全育成の組織が設置されており青少年健全育成に対する関心が

高いことは誇るべきことと思います。ただ、大震災の影響で、まだまだ思うような活動ができない自治

体もあります。条件が整わない中でも、次代を担う青少年の健全育成に尽力されているものと推察いた

します。1 日も早い再生・復興を願ってやみません。 

 「活動報告」を読ませていただくと、各市町村民会議の事業として青少年健全育成推進大会実施、少

年の主張大会実施、「家庭の日」や「家庭読書」の推進と併せて「家庭の日」作品コンクールへの応募

奨励、大人への応援講座を含めた講演会の開催、各種スポーツ大会・地域文化継承行事等に取り組んで

いらっしゃることが分かります。 

 その中でも特色ある事業として、「中学 2 年生の立志式」（伊達市）、「おじいちゃんおばあちゃんへ

の手紙コンクール」（石川町）、「ノーメディア（テレビ・ゲーム）デー推進」（北塩原村・会津坂下町）、

「メディア指導員の養成」（いわき市）等、古き良き伝統を受け継ぎつつ新たな時代の課題へ対応する

姿を垣間見ております。また、広報紙発行事業も数多く見受けられ情報発信の重要性を感じています。 

○「青少年育成市民会議だより」から 

   過日、二本松市青少年育成市民会議だよりを送っていただきました。Ａ４版 6 ページの紙面で、市

の青少年健全育成推進大会の概要、家庭の日作文コンクール及び少年の主張への応募作品、福島県青

少年育成県民会議会長賞受賞者の紹介、そして「家庭の日」への取り組みが掲載されています。 

推進大会での小中学生の作文朗読や「大人への応援講座」講師植松みち子先生の講演の様子も写真

入りで紹介されています。読みやすい紙面に青少年健全育成の思いがこもっているように感じました。 

＜今こそ「家庭の日」を＞ 

現代は「家族」のかたちが多様化しています。それでも、生まれた子どもが最初に大きな影響を受

けるのは、やはり「家族」「家庭」ではないでしょうか。いじめをする青少年も罪を犯す大人も、もと

は皆かわいらしい赤ん坊だったはずです。いとおしい赤ん坊そして子どもの心を育む「家族」や「家

庭」の大切さを今こそ再確認していきたいと思っています。 
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